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● 主 な 内 容 会 期 日 程

きたもと議会だより

こんにちは

議会です！

８月29日(月)本会議（開会）
８月30日(火)議案調査日
８月31日(水)議案調査日
９月１日(木)議案調査日
９月５日(月)本会議（総括質疑）
９月６日(火)本会議（委員会付託）
９月７日(水)委員会（保健福祉・建設経済）
９月８日(木)委員会（総務文教）
９月９日(金)委員会（保健福祉・建設経済）
９月12日(月)委員会（総務文教）
９月14日(水)本会議（一般質問）
９月15日(木)本会議（一般質問）
９月16日(金)本会議（一般質問）
９月20日(火)本会議（一般質問）
９月22日(木)本会議（閉会）

９ 月 定 例 会････②

一 般 質 問････③～⑥

委 員 長 報 告････⑦

提出案件の結果等････⑧

姉妹都市提携２０周年記念

会津坂下町訪問交流事業
姉妹都市提携２０周年記念

会津坂下町訪問交流事業
議会だよりの表紙写真を募集します

(12月9日締切)

応 募 規 定

　テ ー マ：北本の風景(人物の入っているもの)

　規　　格：プリント写真(L版以上)、

　　　　　　または

　　　　　　デジタルデータ(JPEG形式)

　応募資格：北本市在住、在勤の人

応募上の注意

　応募は１人１点までとします

　作品は未発表のものに限ります

　人物が特定できる場合には、本人に掲載

の許可を得てください

　応募作品は、返却いたしません

　採用作品については、写真のタイトル及

び撮影者名を掲載します（匿名での掲載を

ご希望の場合はその旨をお知らせください）

　採用作品の著作権は、市議会に帰属します

応 募 方 法

　撮影者の住所、氏名、撮影場所、タイト

ルを明記のうえ、議会事務局までご応募

ください

選　　　　考

　議会だより編集委員会が選考を行います

お問合わせ先

　議会事務局（市役所第２庁舎２階）

　TEL：048-594-5560

　Mail：a04300@city.kitamoto.saitama.jp

めざせ日本一、子育て応援都市宣言
 に関する決議を全会一致で可決

上宇内薬師堂（会津坂下町）前で撮影上宇内薬師堂（会津坂下町）前で撮影



きたもと議会だより (２)

９月定例会９月定例会

耐震化された西中学校校舎

　
８
月
29
日
か
ら
９
月
22
日
ま
で
の
25
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
た
定
例
会
で
は
、
市

長
提
出
議
案
31
件
、
議
員
提
出
議
案
１
件
を
慎
重
に
審
議
し
ま
し
た
。

特
に
、
新
庁
舎
建
設
に
伴
い
、
市
役
所
周
辺
地
域
に
お
け
る
行
政
・
文
化
施
設
の
用

途
規
制
の
緩
和
を
内
容
と
す
る
、
北
本
市
行
政
・
文
化
拠
点
特
別
用
途
地
区
建
築
条

例
が
提
出
さ
れ
、
挙
手
全
員
に
よ
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
施
行
日
は
平
成
24
年
１
月
１
日
と
な
り
ま
す
。

平
成
22
年
度

　
　
一
般
会
計

　
　
　
　
　
　
歳
入
歳
出
決
算
を
認
定

　
　
特
別
会
計

平
成
22
年
度

　
　
一
般
会
計

　
　
　
　
　
　
歳
入
歳
出
決
算
を
認
定

　
　
特
別
会
計

北
本
市
議
会
会
津
坂
下
町
訪
問

横

山

　

功
（
平
成
会
）

桂

　

祐

司
（
無
所
属
の
会
）

高

橋

節

子
（
民
主
北
本
）

中

村

洋

子
（
日
本
共
産
党
）

現
王
園
孝
昭
（
政
策
北
本
）

島

野

和

夫
（
公
明
党
）

工
藤
日
出
夫
（
市
民
の
力
）

※�

通
告
順
に
掲
載

総

括

質

疑

通

告

者

　
今
定
例
会
で
審
議
さ
れ
た
市
長

提
出
議
案
の
う
ち
、
質
疑
が
な
さ

れ
た
議
案
に
つ
い
て
、
そ
の
主
な

も
の
を
掲
載
し
ま
す
。

議
案
第
41
号
　
平
成
22
年
度
北
本

市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定
に
つ
い
て

Ｑ
、
小
・
中
学
校
の
耐
震
化
並
び

に
学
校
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

Ａ
、
平
成
22
年
度
は
、
栄
小
学
校

屋
内
運
動
場
、
西
小
学
校
校
舎
、

北
本
中
学
校
校
舎
、
西
中
学
校
校

舎
の
耐
震
化
及
び
大
規
模
改
修
を

行
い
、
安
全
・
安
心
な
学
校
環
境

の
整
備
に
努
め
ま
し
た
。

　
小
・
中
学
校
の
校
舎
に
つ
い
て
は
、

市
内
す
べ
て
の
施
設
が
広
域
避
難

所
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
子
ど
も

た
ち
の
学
習
の
場
と
し
て
だ
け
で

は
な
く
、
地
域
の
避
難
所
と
し
て

も
大
変
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
ま

す
の
で
、
早
期
の
耐
震
化
が
望
ま

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
現
在
は
、
耐
震
性
の
低
い
学
校

か
ら
順
次
補
強
工
事
を
実
施
し
て

お
り
、
国
の
有
利
な
補
助
金
を
活

用
し
、
平
成
22
年
度
は
４
校
の
耐

震
化
が
図
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
耐

震
化
率
は
９
・
１
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
、

５
５
・
１
％
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
、
計
画
的
に
工
事
を
行
い
、

平
成
26
年
度
に
は
、
耐
震
化
率
が

１
０
０
％
と
な
る
よ
う
対
応
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
学
校
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

耐
震
補
強
工
事
と
同
時
に
実
施
し

て
い
る
大
規
模
改
修
工
事
に
よ
り

校
舎
の
全
面
的
な
改
修
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
改
修
工
事
の
内
容
と
し
て
は
、

校
舎
内
外
装
の
全
面
改
修
、
ト
イ

レ
の
改
修
、
エ
ア
コ
ン
の
設
置
、

太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
な
ど
で
、

児
童
・
生
徒
が
安
全
に
利
用
で
き

る
学
校
施
設
の
整
備
に
努
め
て
い

ま
す
。

議
案
第
65
号
　
平
成
23
年
度
北
本

市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

Ｑ
、
新
庁
舎
建
設
に
か
か
る
委
託

業
務
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

Ａ
、
今
回
は
、
庁
舎
建
設
実
施
設
計
、

地
質
調
査
業
務
、
庁
舎
敷
地
の
高

低
測
量
の
３
つ
の
業
務
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
業
務
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て
は
、
最
速
で
10
月
中

旬
に
高
低
測
量
を
発
注
し
、
10
月

末
頃
に
地
質
調
査
を
発
注
し
ま
す
。

11
月
の
中
旬
に
は
、
現
在
の
基
本

設
計
が
ま
と
ま
っ
て
き
ま
す
の
で
、

速
や
か
に
実
施
設
計
に
移
行
で
き

る
よ
う
に
進
め
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

【 

紹
　
介 

】
　

　
今
定
例
会
に
お
い
て
同
意
さ
れ

ま
し
た
方
々
を
紹
介
し
ま
す
。

○
教
育
委
員
会
委
員

　
住
所
　
北
本
市
西
高
尾
６
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
１
８
５
番
地

　
　
　
　
　
　
　
に
し
　
む
ら
　
ゆ
う
　
い
ち

　
氏
名
　
西 

村 

裕 

一 

氏

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

　
住
所
　
北
本
市
栄
７
番
地

　
　
　
　
　
　
１-

１
４-

１
０
６

　
　
　
　
　
　
　
だ
い
　
ど
う
　
あ
　
さ
　
こ

　
氏
名
　
大 

道 

ア
サ
子 

氏

　
北
本
市
と
会
津
坂
下
町
は
姉
妹

都
市
を
提
携
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
北
本
市
制
40
周
年
、
会

津
坂
下
町
姉
妹
都
市
20
周
年
の
記

念
年
に
も
あ
た
り
、
北
本
市
か
ら

訪
問
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
の
影
響
も
最
小

限
に
対
応
で
き
、
放
射
能
の
影
響

も
な
く
、
ま
ず
は
ホ
ッ
と
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

　
頑
張
れ
「
福
島
」
、
農
産
物
な

ど
が
風
評
被
害
に
あ
い
、
心
配
の

種
は
続
き
ま
す
が
、
北
本
市
も
震

災
直
後
か
ら
連
絡
を
取
り
、
情
報

の
交
換
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
新
人
議
員
も

含
め
、
初
め
て
訪
問
さ
れ
た
人
が

多
く
姉
妹
都
市
交
流
の
実
を
あ
げ

ら
れ
ま
し
た
。



※
質
問
通
告
順
に
掲
載

伊
藤
堅
治
（
平
成
会
）

・
石
戸
城
復
元
と
石
戸
宿
地
域
の

　
ま
ち
づ
く
り

・
天
神
下
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
ト
イ
レ

　
の
利
用
時
間

・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
支
援

他
２
件

滝
瀬
光
一
（
平
成
会
）

・
県
道
さ
い
た
ま
鴻
巣
線
（
北
本

　
市
高
尾
）
の
整
備
事
業
の
進
捗

　
状
況
と
今
後
の
取
組
み

・
荒
川
高
尾
橋
の
整
備

・
保
育
所
の
定
員
充
足
率
及
び
年

　
齢
別
待
機
児
童
数
の
推
移
と
公

　
立
保
育
所
の
今
後

他
２
件

現
王
園
孝
昭
（
政
策
北
本
）

・
北
本
市
の
今
後
の
財
政
運
営
に

　
当
た
っ
て
の
基
本
的
な
考
え
方

・
平
成
22
年
度
決
算
と
今
後
の
財

　
政
予
測

・
公
共
事
業
に
お
け
る
市
内
経
済

　
活
性
化
策

他
５
件

中
村
洋
子
（
共
産
党
）

・
北
本
市
平
和
を
考
え
る
実
行
委

　
員
会
の
今
年
の
工
夫
と
今
後
の

　
予
定

・
国
保
税
減
税
を
求
め
て

・
ヤ
オ
コ
ー
交
差
点
付
近
の
道
路

　
整
備
を
求
め
て

他
１
件

市政に対する一般質問市政に対する一般質問
　一般質問とは、議案と関係なく市の行政事務の

状況や将来に対する方針などをただすもので、定

例会に限って行われます。

　質問を希望する議員は、あらかじめ質問事項を

通告し、執行部の答弁を求めます。

　今定例会では、16人の議員から67件118項目に

ついて質問がありました。

　その中から主なものの答弁を掲載しました。

９
月

定

例

会

９
月

定

例

会

９
月

定

例

会

９
月

定

例

会

一

般

質

問

一

般

質

問

一

般

質

問

一

般

質

問

問
１
　
聴
覚
検
査
の
実
施
に
つ

い
て
答
１
　
聴
力
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
に
と
っ
て
重
要
な
要

素
で
あ
り
、
難
聴
は
、
人
と
人

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

不
自
由
と
な
り
、
意
欲
の
低
下

や
閉
じ
こ
も
り
が
ち
と
な
る
生

活
不
活
発
病
、
あ
る
い
は
寝
た

き
り
、
さ
ら
に
認
知
症
な
ど
引

き
起
こ
す
要
因
の
ひ
と
つ
で
あ

る
と
も
考
え
ら
れ
、
聴
力
検
査

は
重
要
な
も
の
と
認
識
し
て
い

ま
す
。

　
現
在
、
埼
玉
県
内
で
は
鶴
ヶ

島
市
と
坂
戸
市
の
２
市
の
み
で

検
査
の
実
施
が
さ
れ
て
い
る
状

況
で
す
が
、
聴
覚
検
査
の
導
入

に
つ
い
て
は
、
桶
川
北
本
伊
奈

地
区
医
師
会
や
、
医
師
会
を
同

じ
く
す
る
桶
川
市
、
伊
奈
町
等

と
の
調
査
研
究
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

聴

覚

検

査

給

食

費

問
１
　
無
料
化
は

答
１
　
法
律
（
学
校
給
食
法
及

び
同
法
施
行
令
）
に
よ
っ
て
、

学
校
給
食
に
必
要
な
施
設
や
設

備
は
学
校
設
置
者
の
負
担
、
そ

れ
以
外
の
経
費
は
給
食
を
受
け

る
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
の
負

担
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
兵
庫
県
相
生
市
の
よ
う
に
、

少
子
化
対
策
や
子
育
て
対
策
と

し
て
、
給
食
費
補
助
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
基
本
的
に
は
、
食

材
費
相
当
分
は
保
護
者
に
負
担

し
て
い
た
だ
く
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

問
２
　
食
材
費
に
つ
い
て

答
２
　
小
学
校
の
給
食
費
の
保

護
者
負
担
額
に
つ
い
て
は
、
毎

月
３
，
９
０
０
円
で
す
。
中
学

校
は
、
毎
月
４
，
５
０
０
円
で

す
。
問
３
　
給
食
費
の
未
払
い
は

答
３
　
市
内
の
小
学
校
の
合
計

額
で
約
46
万
円
程
で
す
。
中
学

校
の
合
計
額
は
約
１
５
９
万
円

程
で
、
平
成
22
年
度
は
21
年
度

よ
り
改
善
さ
れ
て
い
ま
す
。

(３) きたもと議会だより



工
藤
日
出
夫
（
市
民
の
力
）

・
フ
ァ
ー
ス
ト
ク
ラ
ス
の
ま
ち

・
観
光
１
０
０
万
人
都
市
宣
言

高
橋
節
子
（
民
主
北
本
）

・
行
政
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
と
市
民

　
へ
の
開
示

・
放
射
性
物
質
の
影
響

・
保
育
事
業
の
今
後

他
２
件

大
澤
芳
秋
（
政
策
北
本
）

・
個
人
市
民
税
減
税
の
継
続

・
小
学
校
の
外
国
授
業

・
関
東
グ
リ
コ
株
式
会
社
北
本
フ
ァ

　
ク
ト
リ
ー
に
お
け
る
従
業
員
採

　
用
計
画
の
情
報

他
１
件

湯
澤
美
恵
（
共
産
党
）

・
「
観
光
１
０
０
万
人
都
市
宣
言
」

・
給
食
費
の
無
料
化

・
中
央
図
書
館
の
「
こ
ど
も
の
ほ

　
ん
」
コ
ー
ナ
ー
の
位
置
付
け
他
１
件

保
角
美
代
（
公
明
党
）

・
ゲ
リ
ラ
豪
雨
時
の
雨
水
対
策

・
高
齢
者
の
難
聴
の
早
期
発
見

・
乳
が
ん
の
早
期
発
見

他
１
件

問
１
　
新
路
線
に
つ
い
て

答
１
　
名
称
は
北
本
東
口
循
環

で
、
北
本
駅
東
口
か
ら
主
に
ス

ト
ッ
カ
ー
前
・
商
工
会
館
前
・

北
本
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
前
・

グ
リ
コ
工
場
前
・
三
国
コ
カ
コ

ー
ラ
前
・
南
部
公
民
館
入
口
・

東
小
学
校
入
口
な
ど
15
ヶ
所
に

停
留
所
が
あ
り
ま
す
。

　
朝
６
時
台
か
ら
12
時
台
ま
で

は
商
工
会
館
の
方
か
ら
グ
リ
コ

工
場
回
り
、
午
後
２
時
台
か
ら

８
時
台
ま
で
は
逆
回
り
で
二
ツ

家
先
回
り
で
、
平
日
は
25
便
、

土
日
祝
日
は
20
便
運
行
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
料
金
は
均
一
料
金
制

で
、
大
人
１
９
０
円
・
小
学
生

１
０
０
円
・
未
就
学
児
童
は
無

料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
２
　
東
口
北
側
の
交
通
空
白

地
域
の
見
通
し
に
つ
い
て

答
２
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

導
入
を
考
え
ま
す
と
、
鴻
巣
市

や
桶
川
市
と
も
、
収
入
が
経
費

を
大
き
く
下
回
っ
て
い
る
状
況

か
ら
、
本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、

財
政
負
担
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

デ
マ
ン
ド
バ
ス
を
効
果
的
に
運

用
す
る
こ
と
で
、
市
内
の
交
通

空
白
地
域
へ
の
対
応
と
と
も
に
、

高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
へ

対
応
で
き
る
よ
う
運
行
実
績
を

見
な
が
ら
さ
ら
な
る
充
実
を
図

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

きたもと議会だより (４)

バ
ス
路
線
の

整

備

問
１
　
サ
ー
ビ
ス
の
目
的
に
つ

い
て
答
１
　
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

と
経
費
の
削
減
を
図
る
こ
と
を

目
標
と
し
て
い
ま
す
。

問
２
　
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
カ
ー

ド
発
行
に
つ
い
て

答
２
　
平
成
23
年
８
月
31
日
現

在
で
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

は
４
，
６
１
５
枚
発
行
し
て
い

ま
す
。
こ
の
う
ち
コ
ン
ビ
ニ
交

付
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
登
録
を
し

て
い
る
カ
ー
ド
は
２
，
６
１
０

枚
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
３
　
コ
ン
ビ
ニ
で
の
交
付
件

数
に
つ
い
て

答
３
　
平
成
23
年
４
月
か
ら
８

月
ま
で
の
集
計
で
、
住
民
票
の

写
し
が
１
２
８
通
、
印
鑑
登
録

証
明
書
が
１
２
２
通
で
す
。
全

発
行
数
に
占
め
る
コ
ン
ビ
ニ
交

付
の
割
合
は
、
住
民
票
の
写
し

が
発
行
数
１
万
１
，
１
５
８
通

の
う
ち
１
・
１
％
、
印
鑑
登
録

証
明
書
が
発
行
数
８
，
２
８
０

通
の
う
ち
１
・
５
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。

問
４
　
取
得
し
た
場
所
の
状
況

は答
４
　
発
行
枚
数
で
は
な
く
取

得
者
単
位
の
集
計
の
結
果
と
な

り
ま
す
が
、
住
民
票
の
写
し
が

市
内
取
得
６
５
・
８
％
、
県
内

取
得
２
８
・
９
％
、
県
外
取
得

５
・
３
％
、
印
鑑
登
録
証
明
書

が
、
市
内
取
得
６
４
・
３
％
、

県
内
取
得
２
５
・
０
％
、
県
外

取
得
１
０
・
７
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
状
況
か
ら
見
ま
す

と
、
市
外
で
の
取
得
が
３
割
を

超
え
て
い
ま
す
の
で
、
取
得
で

き
る
時
間
、
場
所
等
の
拡
大
が

図
れ
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ

な
が
っ
た
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。

９月１日から運行を開始した北本東口循環バス

住
民
票
等
の

コ
ン
ビ
ニ
交
付



高
橋
伸
治
（
市
民
の
力
）

・
北
本
市
の
公
共
施
設
の
現
状
と

　
将
来
展
望

・
産
業
振
興
条
例
と
産
業
振
興
審

　
議
会

・
北
本
市
の
教
育
・
生
涯
学
習
政

　
策

金
子
眞
理
子
（
民
主
北
本
）

・
財
政
状
況
予
測
と
後
年
度
事
業

予
定

・
バ
ス
路
線
の
整
備

・
郷
土
芸
能
の
保
存

他
２
件

岸
　
昭
二
（
公
明
党
）

・
東
日
本
大
震
災
の
被
害
を
踏
ま

　
え
た
学
校
施
設
の
整
備

・
学
校
給
食

・
市
民
の
復
興
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
意

　
識
の
積
極
的
な
推
進

他
１
件

福
島
忠
夫
（
平
成
会
）

・
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

・
市
民
税
減
税

・
安
全
と
道
路
整
備

大
嶋
達
巳
（
政
策
北
本
）

・
下
水
道

・
自
動
体
外
式
除
細
動
器（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）

・
防
災

他
１
件

問
１
　
浄
水
場
、
下
水
処
理
場
、

焼
却
場
な
ど
の
現
状
は
ど
う
か

答
１
　
浄
水
場
の
放
射
線
の
影

響
に
つ
い
て
は
、
６
月
、
７
月

に
２
回
、
８
月
以
降
は
月
１
回

ペ
ー
ス
で
測
定
し
ま
し
た
。
３

月
の
測
定
で
、
国
の
指
標
を
下

回
る
ヨ
ウ
素
１
３
１
が
検
出
さ

れ
た
も
の
の
そ
の
後
は
い
ず
れ

も
不
検
出
で
、
上
水
に
関
し
て

は
、
安
全
な
状
況
が
続
い
て
い

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
下
水

処
理
場
の
現
状
は
、
焼
却
前
の

脱
水
汚
泥
に
つ
い
て
の
放
射
性

物
質
濃
度
が
50
万
ベ
ク
レ
ル
を

継
続
的
に
超
え
る
場
合
に
は
、

最
新
の
集
塵
装
置
を
つ
け
る
な

ど
、
適
切
な
能
力
を
確
保
し
て

処
理
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ

る
が
、
本
市
の
公
共
下
水
道
の

汚
水
に
つ
い
て
は
桶
川
市
に
あ

る
埼
玉
県
荒
川
循
環
セ
ン
タ
ー

に
て
汚
水
処
理
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
現
在

２
８
２
ト
ン
の
焼
却
灰
が
保
管

さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
８
月
18
日
に
採
取
し
た
下
水

道
汚
泥
等
の
放
射
性
物
質
濃
度

に
つ
い
て
は
、
汚
泥
で
は
、
ヨ

ウ
素
１
３
１
は
32
ベ
ク
レ
ル
、
セ

シ
ウ
ム
は
１
３
４
、
１
３
７
合

わ
せ
て
96
ベ
ク
レ
ル
、
ま
た
焼

却
灰
で
は
、
ヨ
ウ
素
は
不
検
出
、

セ
シ
ウ
ム
１
３
４
、
１
３
７
は

合
わ
せ
て
３
０
０
０
ベ
ク
レ
ル

と
い
う
測
定
結
果
で
あ
っ
た
と

の
こ
と
で
す
。
こ
の
値
は
、
環

境
省
が
６
月
23
日
に
示
さ
れ
ま

し
た
基
準
値
で
あ
る
８
０
０
０

ベ
ク
レ
ル
を
大
き
く
下
回
っ
て

お
り
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
処

分
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
と
こ

と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
引
き
続
き

月
１
回
測
定
を
実
施
し
、
公
表

し
て
い
く
と
の
こ
と
で
ご
ざ
い

ま
す
。

放
射
性
物
質

(５) きたもと議会だより

駅
西
口
広
場

問
１
　
市
制
施
行
40
周
年
事
業

の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
る
わ
け

だ
が
、
北
本
の
出
品
作
品
の
選

定
は
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か

答
１
　
市
民
の
皆
様
へ
公
募
し

た
と
こ
ろ
、
24
作
品
の
応
募
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
市
内
飲
食
店
・
商
工
会
・
料

理
研
究
家
の
方
々
に
、
一
次
審

査
で
選
ば
れ
た
５
作
品
を
実
際

に
試
食
・
審
査
を
い
た
だ
い
た

結
果
、
北
本
ト
マ
ト
カ
レ
ー
ラ

イ
ス
が
高
い
評
価
を
受
け
て
選

定
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
「
北
本
ト
マ
ト
カ
レ
ー

ラ
イ
ス
」
は
コ
ン
テ
ス
ト
の
レ

シ
ピ
の
ま
ま
で
は
な
く
、
市
内

の
飲
食
店
、
商
工
会
の
皆
様
に

ご
協
力
い
た
だ
き
、
改
良
し
て

出
品
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
２
　
北
本
ト
マ
ト
カ
レ
ー
ラ

イ
ス
で
あ
る
た
め
の
基
準
を
ど

の
よ
う
に
設
け
る
の
か

答
２
　
Ｂ
級
グ
ル
メ
で
あ
る
た

め
に
は
、
市
内
で
広
く
食
べ
ら

れ
る
こ
と
が
重
要
で
す
が
、
こ

の
名
前
が
使
え
る
基
準
と
し
て
、

ラ
イ
ス
に
ト
マ
ト
が
入
っ
て
い

る
こ
と
、
ル
ー
に
ト
マ
ト
が
入

っ
て
い
る
こ
と
、
ト
マ
ト
が
ト

ッ
ピ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
こ
と
の

３
つ
を
基
準
と
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
各
飲
食

店
で
も
、
ご
家
庭
で
も
、
工
夫

を
し
て
い
た
だ
い
て
、
広
げ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

埼
玉
Ｂ
級
ご
当
地

グ
ル
メ
王
決
定
戦

出品作品として選定された「北本トマトカレー」



問
１
　
整
備
に
つ
い
て

答
１
　
高
尾
橋
は
荒
川
の
増
水

時
に
は
水
没
す
る
冠
水
橋
で
す
。

建
設
か
ら
30
年
以
上
が
経
過
し

て
お
り
、
昭
和
56
年
に
荒
川
の

増
水
で
大
き
く
橋
が
損
傷
し
、

橋
の
上
部
架
け
替
え
等
の
補
修

工
事
を
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
21
年
に
橋
の
現
状
調
査

を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
早
急
に
改

修
す
る
必
要
は
な
い
と
の
結
果

に
な
り
ま
し
た
が
、
橋
脚
の
鋼

材
の
腐
食
は
確
実
に
進
行
し
て

い
ま
す
の
で
、
安
全
面
を
考
慮

し
、
予
算
を
確
保
し
、
補
修
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
２
　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
へ
の

架
け
替
え
は

答
２
　
鴻
巣
市
の
原
馬
室
橋
は
、

平
成
13
年
に
台
風
に
よ
っ
て
流

さ
れ
た
た
め
、
国
の
災
害

復
旧
事
業
の
対
象
と
な
っ

た
も
の
で
す
。
高
尾
橋
は

流
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

架
け
替
え
と
な
る
と
、
国

か
ら
の
補
助
金
や
起
債
等

も
難
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
費
用
に
つ
い
て
は
、
１

億
円
以
上
の
事
業
費
が
必

要
に
な
る
と
考
え
て
お
り
、

早
急
な
架
け
替
え
は
難
し

い
状
況
で
す
。

きたもと議会だより (６)

高

尾

橋

渡
邉
良
太
（
無
所
属
の
会
）

・
北
本
駅
前
の
活
性
化
と
新
駅
設

　
置
に
関
す
る
市
民
合
意

・
市
道
２
３
５
５
号
線
、
東
小
学

　
校
の
児
童
通
学
路
の
安
全
性

・
市
民
と
創
る
、
開
か
れ
た
新
庁

　
舎
建
設
に
つ
い
て

他
１
件

黒
澤
健
一
（
平
成
会
）

・
北
本
駅
東
口
駅
前
通
り
の
整
備

　
と
ま
ち
づ
く
り

・
北
本
市
の
土
地
利
用
計
画
見
直

　
し
・
市
制
施
行
40
周
年
及
び
会
津
坂

　
下
町
姉
妹
都
市
20
周
年
事
業

│
　
◇
　
│
　
◆
　
│

次
回
の
定
例
会
は
、

11
月

30
日(

水)

開
会
の
予
定
で
す
。

次
回
の
定
例
会
は
、

11
月

30
日(

水)

開
会
の
予
定
で
す
。

　議会では、皆さんの生活に密着

した重要な問題を審議しています。

　身近な市政を知るためにも、議

会を傍聴してみませんか。

傍聴のご案内傍聴のご案内傍聴のご案内

台風の影響により通行止めとなっている高尾橋

問
１
　
ど
の
よ
う
な
城
な
の
か

答
１
　
石
戸
城
跡
は
現
在
の
石

戸
宿
６
丁
目
に
所
在
し
、
北
は

桜
土
手
に
接
し
、
西
は
天
神
下

グ
ラ
ン
ド
を
眼
下
に
見
据
え
、

東
は
自
然
学
習
公
園
の
湿
地
を

隔
て
北
里
生
物
製
剤
研
究
所
を

望
む
台
地
上
に
位
置
し
て
い
ま

す
。
過
去
に
３
回
の
小
規
模
発

掘
で
15
世
紀
後
半
の
遺
物
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。
戦
国
時
代

の
城
は
戦
い
が
主
た
る
目
的
の

た
め
砦
の
イ
メ
ー
ジ
に
映
り
ま

す
が
、
中
世
で
は
現
在
規
模
を

確
認
で
き
る
北
足
立
地
方
最
大

の
城
で
す
。
徳
川
家
康
の
関
東

入
国
後
ほ
ど
な
く
廃
城
に
な
っ

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
遺
構

の
残
存
状
態
は
良
好
と
思
わ
れ

県
の
選
定
重
要
遺
跡
に
な
っ
て

お
り
、
慎
重
な
取
扱
い
を
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
試
掘
結
果
を

踏
ま
え
県
と
十
分
協
議
し
て
い

き
ま
す
。

問
２
　
歴
史
的
遺
産
を
活
用
し

た
石
戸
宿
地
域
の
整
備
と
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て

答
２
　
市
道
が
通
っ
て
お
り
、

様
々
な
課
題
は
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
城
だ
け
で
な
く
残
さ
れ

て
い
る
家
並
み
も
含
め
て
整
備

す
る
こ
と
は
有
意
義
な
こ
と
で

あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
と
り

あ
え
ず
今
回
試
掘
調
査
を
行
い
、

ど
う
い
う
城
跡
で
あ
っ
た
の
か

を
つ
か
ん
だ
上
で
、
跡
地
の
整

備
と
合
わ
せ
石
戸
宿
の
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問
３
　
地
域
の
人
を
交
え
た
検

討
協
議
会
の
立
ち
上
げ
は

答
３
　
し
か
る
べ
き
と
き
に
、

有
識
者
や
地
域
の
方
も
含
め
た

協
議
会
を
つ
く
り
、
検
討
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

石
戸
城
復
元
と

地
域
の
ま
ち
づ
く
り



総務文教総務文教 保健福祉保健福祉

建設経済建設経済

特別委員会の報告特別委員会の報告

○庁舎等建設特別委員会

（仮称）こどもプラザの敷地については、庁舎と同一敷地に計画することが最も有効な方法で

あるとのことから、同一敷地内に建設することに決定しました。また、本委員会の所管事項とし

て、新たに（仮称）こどもプラザの建設に関する件が追加されることから、本委員会の名称を庁

舎建設特別委員会から庁舎等建設特別委員会に変更することとなりました。

Ｑ．一般会計の予算現額と歳入決算額に約30

億円の差が生じる理由について

Ａ．予算現額は当初予算180億3,300万円に、

新たな交付金事業等による補正予算30億

5,759万6,000円が加わり現年度予算となりま

す。これに平成21年度からの繰越事業費約29

億5,639万円等が加わり、240億5,876万2,600

円となっています。このうち、現年度事業の

一部が年度内に完了せず、翌年度への繰越明

許費となること等により、事業財源である国

庫支出金や市債の未収額が増え、収入済とな

らなかったことから、予算現額と歳入決算額

に大きな差が生じました。

Ｑ．太陽光発電システムの設置費補助の申

請状況について、また、国・県にも同様の

補助制度は設けられているのか

Ａ．住宅用太陽光発電システム設置費補助

制度については、昨年度 40 件分、200 万円

の補助金を計上していました。６月１日か

ら申請を受け付けましたが９月６日には計

上分すべての申請をいただいたところです。

また、同様の助成制度は国や県にも設けら

れております。助成の基準が北本市とは異

なり、本市が１件につき５万円の一律助成

なのに対して、埼玉県では太陽光発電シス

テムの出力１キロワットに対して４万円の

補助で、上限が3.5キロワットまで、額面で

の上限は 14万円となります。また、国につ

いては、１キロワットあたり４万８千円の

補助で、上限が 10キロワットまで、額面で

の上限は48万円となっています。

Ｑ．特定健康診査事業費に関して、受診率

及び受診後の保健指導について

Ａ．平成20年度、特定健康診査を開始して、

平成24年度には全国的に65％の受診率を目

指すということで実施をしていますが、当

市では、20年度が37.4％、21年度が36.4％、

平成22年度についてはまだ速報値ですが、

36.7％という受診率です。埼玉県の市町村

国保の平均32％より高いですが、目標には

及ばないという状況です。特定健康診査を

受けた後の健康度のアップということでは、

受診された方に対して、保健事業として実

施した食ササイズ教室や、健康づくり課で

実施している糖尿病予防教室のご案内を行

っています。特定保健指導については非常

に利用率が低い状況です。昨年度、平成20

年度に健診を受けた方たちの中で、糖尿病

の指標が高かった方たちのその後２年間に

ついて追跡調査しました。その結果、要医

療となったが、治療しなかった、放置をし

ていた方たちの中で155人を追跡したところ、

12人が虚血性心疾患や脳血管疾患の発作を

２年間で起こしているということが判かり

ました。注意喚起のため、健診の受診券の

送付にあわせて情報提供いたします。

建設経済常任委員会にて西口駅前広場改修工事を視察しました

各常任委員会委員長報告(抜粋)(７)
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○は議案に対して賛成の会派

×は議案に対して反対の会派

△は議案に対して賛成と反対のあった会派
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＊上記以外に10件の議案審議がありましたが、いずれも挙手全員により

　原案のとおり認定・可決しています。

平成22年度北本市一般会計歳入歳出決算の認定について

北本市職員定数条例の一部改正について

北本市税条例等の一部改正について

北本市都市計画税条例の一部改正について

北本市スポーツ振興審議会条例の一部改正について

教育委員会委員の任命について

固定資産評価審査委員会委員の選任について

和解することについて

めざせ日本一、子育て応援都市宣言に関する決議

　　　　　　　　　　議　　　　案　　　　名� � 議決結果�平成会� 公明党�政策北本�日本共産党�無所属の会�市民の力�民主北本

� 認　定� ○� ○� △� ×� ○� ○� ○

� 認　定� ○� ○� ○� ×� ○� ○� ○

� 認　定� ○� ○� ○� ×� ○� ○� ○

� 可　決� ○� ○� ○� ○� ○� ○� ○

� 可　決� ○� ○� ○� ○� ○� ○� ○

� 可　決� ○� ○� ○� ○� ○� ○� ○

� 可　決� ○� ○� ○� ○� ○� ○� ○

� 可　決� ○� ○� ○� ○� ○� ○� ○

� 可　決� ○� ○� ○� ○� ○� ○� ○

� 可　決� ○� ○� ○� ○� ○� ○� ○

� 可　決� ○� ○� ○� ○� ○� ○� ○

� 可　決� ○� ○� ○� ○� ○� ○� ○

� 可　決� ○� ○� ○� ○� ○� ○� ○

� 可　決� ○� ○� ○� ○� ○� ○� ○

� 同　意� ○� ○� ○� ○� ○� ○� ○

� 同　意� ○� ○� ○� ○� ○� ○� ○

� 可　決� ○� ○� ○� ○� ○� ○� ○

� 可　決� ○� ○� ○� ○� ○� ○� ○

� 可　決� ○� ○� ○� ○� ○� ○� ○

平成22年度北本都市計画事業久保特定土地区画整理事
業特別会計歳入歳出決算の認定について

平成22年度北本市国民健康保険特別会計歳入歳出決算
の認定について

北本市職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の
一部改正について

北本市住民基本台帳カードの利用に関する条例の一部
改正について

北本市行政・文化拠点特別用途地区建築条例の制定に
ついて

北本市総合福祉センター設置及び管理条例の一部改正
について

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関
する条例の一部改正について

市道の路線の認定について（議案第59号）及び
（議案第60号）

市道の路線の廃止について（議案第61号）及び
（議案第62号）

平成23年度北本市一般会計補正予算（第３号）及び
（第４号）

平成会【６人】、公明党【３人】、政策北本【３人】、日本共産党【２人】、
無所属の会【２人】、市民の力【２人】、民主北本【２人】

各会派の
議員数

この印刷物は再生紙を使用しています。
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北
本
市
は
今
ま
で
、

子
育
て
ナ
ン
バ
ー
ワ

ン
都
市
を
め
ざ
し
、

未
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
の
為
に
、
地
域

に
お
け
る
子
育
て
支

援
の
充
実
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

　
市
制
30
周
年
に
は
、
北
本
市

児
童
憲
章
を
制
定
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
を
図
り
、
待
機
児
童
ゼ
ロ

を
め
ざ
す
と
共
に
、
児
童
館
や

子
ど
も
図
書
館
等
の
整
備
事
業

に
も
着
手
し
総
合
的
な
子
育
て

支
援
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
市
議
会
は
、
市
制
40
周
年
と

な
る
こ
と
を
契
機
に
、
子
育
て

応
援
都
市
と
言
わ
れ
る
よ
う
な

ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
未
来

を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
為
に
、

議
員
提
案
で
、
「
め
ざ
せ
日
本

一
、
子
育
て
応
援
都
市
宣
言
」

に
関
す
る
決
議
を
全
会
一
致
で

可
決
し
ま
し
た
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単
な
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の
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よ
う
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か
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頑
張
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り
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桶
川
市
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川
委
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長

と
「
議
会
広
報
誌
の
意

見
交
換
」
を
開
催
し
た
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一
般
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問
の
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、
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の
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疑
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者
の
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胆
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ス

ペ
ー
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お
り
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過
激
な
見
出
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質
問
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の
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そ
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ま
ま
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い
る
。
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他
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る
上
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必
要
性
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い
合
っ
た
研
修
で
し
た
。
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